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裏面紹介  

◇ 公務員連絡会2022春季要求書提出 

◇ ロシアによるウクライナ侵攻に抗議
する日教組書記長談話  

教
員
免
許
更
新
制
の
廃
止
に
向
け
て
、「
教
育
公

務
員
特
例
法
及
び
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
が
２
月
25
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
施
行
期
日
は
７
月
１
日
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
改
正
法
案
が
今
国
会
で
可
決
成
立
す
れ

ば
、
２
０
０
７
年
６
月
、
当
時
の
第
一
次
安
倍
政

権
下
で
の
法
改
正
に
基
づ
き
、
２
０
０
９
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
「
教
員
免
許
更
新
制
」
が
13
年
余
り

で
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
閣
議
決
定
を
受
け
て
、
文
科
省
は
同
日
「
令

和
４
年
度
に
お
け
る
免
許
状
更
新
講
習
の
開
設
予

定
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
教
員
免
許
更
新
制
に
係

る
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
を
各
都
道
府

県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
教
育
委
員
会
等
に
発
出

し
ま
し
た
。 

通
知
で
は
、「
現
行
制
度
の
下
で
は
、
免
許
状
更

新
講
習
を
受
講
し
た
上
で
、
免
許
状
の
有
効
期
間

等
の
更
新
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ

り
、
可
能
な
限
り
免
許
状
更
新
講
習
の
受
講
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
つ
つ
、
来
年
度
の
免
許

状
更
新
講
習
の
受
け
入
れ
予
定
人
数
が
受
講
対
象

者
数
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
や
、
当
初
予
定
さ
れ

て
い
た
講
習
の
中
止
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
令
和
４
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
間
に
修
了
確

認
期
限
等
を
迎
え
る
者
の
免
許
状
更
新
講
習
の
修

了
確
認
期
限
延
期
又
は
教
員
免
許
状
の
有
効
期
間

の
延
長
（
以
下
「
延
期
又
は
延
長
」）
を
行
う
こ
と

と
し
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
す
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
申
請
期
限
ま
で
に
「
延
期
又
は

延
長
」
申
請
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
当
該
免
許
は

失
効
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

日
教
組
は
こ
の
間
、
文
科
省
と
協
議
を
す
る
中

で
４
月
～
６
月
に
修
了
確
認
期
限
又
は
有
効
期
間

満
了
を
迎
え
る
人
が
全
国
で
１
，
０
０
０
人
程
度

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
当
該
者
が
不
利
益
を
被
る

こ
と
が
な
い
よ
う
協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
通
知
を
受
け
、
兵
高
教
を
は
じ
め
各
単
組
は

各
地
の
教
育
委
員
会
と
の
協
議
を
続
け
、
法
施
行

ま
で
の
間
の
失
効
者
を
出
さ
な
い
と
り
く
み
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。 

2/25「教育公務員特例法及び教育職員免許法の
一部を改正する法律案」閣議決定 
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県
教
委
総
務
課
交
渉 

「技
能
労
務
職
の
給
与
制
度
の
見
直
し
」に
つ
い
て 

２
０
２
２
年
４
月
１
日
実
施
見
送
り
の
回
答
引
き
出
す 

２
月
21
日
（
月
）
15
時
よ
り
、
ひ
ょ
う
ご
女
性
交

流
館
に
お
い
て
、
「
技
能
労
務
職
の
給
与
制
度
の
見
直

し
」
に
係
り
県
教
委
総
務
課
と
の
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 兵

高
教
か
ら
は
、
西
村
執
行
委
員
長
お
よ
び
岩
井
執

行
副
委
員
長
、
小
川
現
業
職
員
部
長
、
現
業
職
員
部
担

当
執
行
委
員
が
交
渉
に
臨
み
、
県
教
委
か
ら
は
、
吉
田

事
務
局
参
事
兼
総
務
課
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。 

県
教
委
か
ら
は
、「
前
回
の
交
渉
以
降
、
他
府
県
の
給

与
制
度
等
の
調
査
・
分
析
を
改
め
て
行
う
と
と
も
に
、

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
も
ふ
ま
え
て
検
討

を
重
ね
て
き
た
」「
給
料
表
の
構
造
の
見
直
し
は
避
け
て

は
通
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
職
務

の
級
の
格
付
け
』
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
が
公
表
し
て

い
る
等
級
別
基
準
職
務
表
や
具
体
の
役
職
名
に
よ
れ

ば
、
長
の
み
を
最
上
位
の
級
に
位
置
づ
け
て
い
る
団
体

は
４
団
体
、
長
と
副
長
を
最
上
位
の
級
と
し
て
い
る
団

体
が
２
団
体
の
み
で
、
そ
の
他
の
団
体
の
中
に
は
、
長

と
副
長
以
外
の
職
員
を
上
位
の
級
に
位
置
づ
け
て
い
る

と
思
わ
れ
る
」「
他
団
体
の
具
体
の
運
用
に
つ
い
て
、
個

別
に
よ
り
詳
細
に
調
査
し
た
上
で
、
さ
ら
に
時
間
を
か

け
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
」「『
技
能

労
務
職
の
給
与
制
度
の
見
直
し
』
の
時
期
に
つ
い
て
は

当
初
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
２
０
２
２
年
４
月
１
日

か
ら
の
実
施
は
見
送
る
こ
と
と
し
た
い
」「
今
後
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
調
査
・
分
析
を
す
す
め
、
そ
の
状
況
や

こ
れ
ま
で
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
も
ふ
ま
え
て
関
係
部

局
と
の
協
議
も
含
め
総
合
的
に
検
討
を
行
い
た
い
。
そ

の
上
で
、
本
県
に
お
け
る
適
正
な
給
与
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

説
明
お
よ
び
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
小
川
現
業
職
員
部
長
か
ら
吉
田
総
務
課
長

に
対
し
、
約
１
，
５
０
０
筆
の
「『
技
能
労
務
職
員
の
給

与
制
度
の
見
直
し
』
反
対
」
署
名
を
手
交
し
ま
し
た
。 

 
 

続
い
て
、
兵
高
教
か
ら
は
、「
２
０
２
２
年
４
月
１
日

か
ら
の
実
施
見
送
り
は
当
然
で
あ
る
。
兵
庫
の
学
校
現

業
職
員
は
多
技
能
職
で
あ
り
、
国
、
他
府
県
、
民
間
に

は
同
様
な
職
種
は
な
く
、
現
行
の
給
料
表
の
構
造
に
問

題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て

申
し
上
げ
て
お
く
」「『
職
の
在
り
方
交
渉
』
等
の
場
に

お
い
て
長
年
要
求
し
て
き
た
新
規
採
用
再
開
に
つ
い
て

は
、『
給
与
表
の
構
造
の
問
題
か
ら
困
難
』
と
の
回
答
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
給
与
表
の
構
造
に
つ
い
て
検

討
・
協
議
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
規
採
用
再
開
も
含
め

た
協
議
と
す
る
べ
き
」「
現
業
職
員
の
み
な
さ
ん
は
、
現

在
の
給
与
水
準
を
前
提
に
生
活
設
計
を
し
て
き
た
。
仮

に
当
初
提
案
通
り
の
引
き
下
げ
と
な
れ
ば
生
活
が
成
り

立
た
な
い
」「
安
心
し
て
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
処
遇
を
求

め
る
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
県
教
委
は
、「
み
な
さ
ん
方
の
強
い
思

い
を
受
け
と
め
、
真
摯
に
検
討
し
、
あ
ら
た
め
て
協
議

の
場
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
回
答
が
あ
り
、

本
日
の
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。 

組
合
員
お
よ
び
全
県
の
教
職
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、

年
末
年
始
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
反
対
署
名
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
大
き

な
力
と
な
り
ま
し
た
。 

「
技
能
労
務
職
の
給
与
制
度
の
見
直
し
」
の
実
施
は
と

り
あ
え
ず
先
送
り
で
き
ま
し
た
が
、
厳
し
い
状
況
下
に

あ
る
こ
と
に
は

変
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
職
場

の
な
か
ま
を
支

え
、
と
も
に
声

を
あ
げ
て
い
く

た
め
、
引
き
続

き
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

署名の手交 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する書記長談話 
                               2022 年 2月 25 日        

                       日本教職員組合書記長 瀧本 司 
 
 2 月 24 日、ロシアはウクライナに軍事侵攻を開始した。ロシアは親ロシア派武装勢力が実効支配しているウクライナ東
部地域の住民を守るためとしているが、すでに戦禍はウクライナ全土に広がり、軍事施設への攻撃にとどまらず、民間人
の犠牲者も出ていると報道されている。ウクライナ東部地域の独立承認や軍事侵攻等の行為はウクライナ領土と主権を侵
害し、国際秩序を乱し、平和的解決を義務付ける国際法に著しく反するものである。 
 
軍事的行為はいかなる理由があろうとも、許すことはできない。今回のロシア、プーチン政権のウクライナ侵攻に対し

て強く抗議し、即時撤退とともに戦禍がこれ以上拡大しないよう、ロシア政府に平和的手段による問題解決を望む。 
 
 戦争は最大の人権侵害である。ロシア国防相は「民間人は脅かさない」としていたものの、多くのウクライナの人々は
国外へ脱出を始めており、基本的人権や生存する権利等が脅かされている。国際人権・人道法、特にジュネーブ条約は民

間人や民間施設を攻撃することを禁じている。在留邦人をはじめウクライナに暮らすすべての人、特に子どもたちが 1 日
も早く笑顔で生活できる日常を取り戻すことを切に願う。 
 
 このような中、一部の政治家は「自国は自国で守るというスタンスがなければ、日本もウクライナと同じようなことに
なる」とし、憲法９条の改憲議論に拍車をかけようとしている。しかし、「武力で平和はつくれない」ことはイラクやア
フガニスタンの現状をみれば明らかであり、日本政府は、人道的支援を行うとともに事態打開にむけて対話による外交的
解決がはかられるように働きかけていくべきである。さらに核兵器の使用をほのめかしているロシアに対して、唯一の戦
争被爆国として、強く自制を求めていくべきである。 
 
 日本教職員組合は「教え子を再び戦場に送るな」のスローガンのもと、ロシアのウクライナ侵攻に抗議し、平和を望む
多くの広範な市民と連帯し、今後もあらゆる戦争や軍事的行為等を許さないとりくみをすすめていく。 
 

                                    以上 

2/22 公務員連絡会が政府・人事院に 2022春季要求書を提出 
公
務
員
連
絡
会
は
２
月
22
日
、
委
員
長
ク
ラ
ス
交

渉
委
員
が
二
之
湯
国
家
公
務
員
制
度
担
当
大
臣
、
川

本
人
事
院
総
裁
に
そ
れ
ぞ
れ
要
求
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
要
求
書
で
は
、
賃
金
の
引
上
げ
、
超
過
勤
務
の

更
な
る
縮
減
と
適
切
な
人
員
の
確
保
、
出
生
サ
ポ
ー

ト
休
暇
を
は
じ
め
と
す
る
両
立
支
援
制
度
の
周
知
の

徹
底
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
幹
事
ク
ラ
ス

交
渉
、
書
記
長
ク
ラ
ス
交
渉
な
ど
を
配
置
し
、
３
月

下
旬
の
回
答
指
定
日
に
む
け
、
政
府
、
人
事
院
と
の

交
渉
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

【
人
事
院
総
裁
交
渉
の
経
過
】 

要
求
提
出
に
当
た
っ
て
武
藤
議
長
は
次
の
と
お
り

述
べ
、
今
後
十
分
交
渉
・
協
議
を
重
ね
、
誠
意
あ
る

回
答
を
示
す
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
現
在
第
６
波

に
よ
る
感
染
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
現
場

で
は
、
国
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
職
員

は
高
い
使
命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
懸
命
の
努
力

を
重
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
職
員
の
奮
闘
に
応
え
、

職
員
が
安
心
・
安
全
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
勤
務
環

境
の
整
備
や
、
必
要
と
さ
れ
る
人
員
と
適
切
な
賃

金
・
労
働
条
件
の
確
保
等
が
喫
緊
の
課
題
と
い
え

る
。 

〇
一
方
で
政
府
も
掲
げ
て
い
る
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
経
済
の
回
復
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
低
迷

す
る
個
人
消
費
の
拡
大
と
、
そ
れ
を
下
支
え
す
る
勤

労
者
の
賃
金
引
上
げ
が
必
要
な
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

今
後
人
事
院
に
お
か
れ
て
も
、
是
非
と
も
こ
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
夏
の
勧
告
に
む
け
た
作
業
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。 

〇
こ
れ
か
ら
事
務
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
を
積
み
重
ね
、

３
月
22
日
に
は
、
総
裁
か
ら
、
直
接
、
春
の
段
階

の
誠
意
あ
る
回
答
を
求
め
る
。 

 

続
い
て
、
森
永
事
務
局
長
が
要
求
項
目
の
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
し
、
回
答
日
に
む
け
た
公
務
員
連
絡
会
と

の
交
渉
・
協
議
や
要
求
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
強
く

求
め
ま
し
た
。 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
川
本
総
裁
は
「
皆
さ
ん
か
ら
の

要
求
は
承
っ
た
。
公
務
を
巡
る
情
勢
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
各
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
誠
実

に
検
討
し
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
回
答
す
る
」
と
応

え
、
今
後
公
務
員
連
絡
会
と
交
渉
・
協
議
し
て
い
く

姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。 

 

【
国
家
公
務
員
制
度
担
当
大
臣
交
渉
の
経
過
】 

要
求
提
出
に
当
た
っ
て
武
藤
議
長
は
次
の
よ
う
に

述
べ
、
今
後
十
分
交
渉
・
協
議
を
重
ね
、
誠
意
あ
る

回
答
を
示
す
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
現
在
第
６
波

に
よ
る
感
染
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
現
場

で
は
、
国
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
職
員

は
高
い
使
命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
懸
命
の
努
力

を
重
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
職
員
の
奮
闘
に
応
え
、

職
員
が
安
心
・
安
全
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
勤
務
環

境
の
整
備
や
、
必
要
と
さ
れ
る
人
員
と
適
切
な
賃

金
・
労
働
条
件
の
確
保
等
が
喫
緊
の
課
題
と
い
え

る
。 

〇
一
方
で
、
政
府
自
ら
が
掲
げ
て
い
る
と
お
り
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
の
回
復
は
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
低
迷
す
る
個
人
消
費
の
拡
大
と
、
そ
れ
を
下
支

え
す
る
勤
労
者
の
賃
金
引
上
げ
が
必
要
な
こ
と
は

明
ら
か
。 

〇
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
推
進
さ
れ
て
き
た
テ
レ

ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
拡
大
や
、「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
」
の
議
論
な
ど
も
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

前
提
に
は
長
時
間
労
働
や
超
過
勤
務
の
抑
制
と
、
手

当
の
全
額
支
給
な
ど
が
あ
る
の
で
、
担
当
大
臣
と
し

て
引
き
続
き
ご
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。 

〇
さ
ら
に
、
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
さ

ま
ざ
ま
な
処
遇
改
善
も
行
わ
れ
て
き
た
が
、
常
勤
職

員
と
の
均
等
待
遇
に
む
け
て
、
賃
金
な
ど
一
層
の
改

善
を
求
め
て
お
き
た
い
。 

〇
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
を

積
み
重
ね
、
最
終
回
答
の
際
に
は
、
国
家
公
務
員
の

人
事
行
政
に
責
任
を
持
つ
二
之
湯
大
臣
か
ら
、
直
接

春
の
段
階
の
誠
意
あ
る
回
答
を
求
め
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
二
之
湯
大
臣
は
、「
公
務
員
の
方
々

が
国
民
全
体
の
た
め
に
献
身
的
に
職
務
に
当
た
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
敬
意
を
表
す
る
。
た
だ
い
ま
、

要
求
書
を
受
け
取
り
、
要
旨
は
承
っ
た
。
各
要
求
事

項
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
上
、
し
か
る
べ
き
時
期
に

回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
応
え
、
今
後
公
務
員
連

絡
会
と
交
渉
・
協
議
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。 

※日教組指示４６号(3/1)に基づき、兵高教執行委員長名で在日ロシア連邦政府大使館宛抗議打電を行いました。 


